
市長は就任後毎議会で値上げ・負担増を提案。他会派も同調するなか、日本

共産党は市民の暮らしを支える立場で、積極的な提案をおこない議会の論戦を

リードしてきました。以下に、主なものを紹介します。

市民負担増の冷たい市政ではなく
暮らしを支えるあったかな市政に

日
本
共
産
党

啓
政
会

公
明
党

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21

や
ま
ぶ
き
同
志
会

自
民
ク
ラ
ブ

民
主
党

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ピ
リ
ッ
ト
50

無
所
属

都市計画税の増税 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

下水道料金の値上げ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

健康長寿奨励金を廃止 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

各種手数料の値上げ ○ ● ● ● ● ●
●
※1 ● ● ●

在宅の介護者手当廃止 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小中学校給食費値上げ ○ ● ● ● ● ● ● ●
●
※2 ●

11
月
25
日
開
会
に
開
会
し
た
市
議
会
は
、
市
職
員

の
給
与
削
減
や
要
介
護
者
へ
の
手
当
削
減
、
保
育
料

の
値
上
げ
を
含
む
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
提
案

さ
れ
た
31
件
を
可
決
し
、
12
月
17
日
閉
会
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
削
減
で
活
性
化
な
る
の
か

最
終
日
に
は
、
議
員
７
会
派
が
共
同
提
出
で
議
員

定
数
40
人
を
36
人
に
削
減
す
る
条
例
改
正
を
提
案
。

日
本
共
産
党
議
員
団
４
人
を
含
め
５
人
が
反
対
し
ま

し
た
が
賛
成
多
数
で
可
決
、
来
年
４
月
の
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
提
出
者
は
「
長
引
く

不
況
の
も
と
、
市
議
会
も
痛
み
を
共
有
し
、
議
員
自

ら
身
を
削
る
べ
き
だ
」
と
提
案
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

今
こ
そ
議
員
の
資
質
が
問
わ
れ
る
時

質
疑
で
削
減
の
根
拠
を
た
だ
し
ま
し
た
が
明
確
な

根
拠
が
示
さ
れ
ず
、
市
議
会
の
権
限
や
中
核
市
と
し

て
の
独
自
の
事
務
処
理
数
な
ど
を
聞
い
て
も
提
出
議

員
は
答
弁
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
対
討
論
で
は
、
市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

議
員
全
員
が
努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
財
政

が
問
題
な
ら
、
定
数
削
減
に
見
合
う
議
員
歳
費
を
削

減
す
れ
ば
よ
い
。
川
越
市
は
中
核
市
で
あ
り
、
県
か

ら
２
５
０
０
の
事
務
が
移
さ
れ
て
お
り
、
単
純
に
他

市
と
比
較
す
べ
き
で
は
な
い
。
議
員
削
減
は
住
民
の

参
政
権
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
公
聴
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
な
ど
し
て
市
民
と
と
も
に
考
え
る
こ
と
が

必
要
。
今
回
の
提
案
は
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
お
ら
ず
、

幅
広
い
声
を
聞
け
な
く
す
る
も
の
と
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
の
議
案
の
質
疑
は
日
本
共
産
党
議
員
団
の
み
で
、

今
後
市
議
会
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

介
護
者
へ
の
手
当
ま
で
廃
止

重
度
の
要
介
護
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る
介
護

者
手
当
の
廃
止
も
市
民
に
は
大
き
な
痛
手
で
す
。
日

本
共
産
党
は
、
家
族
な
ど
へ
の
介
護
者
の
精
神
的
・

経
済
的
苦
労
を
思
え
ば
廃
止
は
許
さ
れ
な
い
。
要
介

護
高
齢
者
へ
の
手
当
を
半
分
に
し
て
介
護
者
に
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
反
対
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
市
長
提
案
の
31
議
案
の
う
ち
、

在
宅
介
護
の
介
護
者
手
当
廃
止
議
案
、
保
育
料
の
値

上
げ
議
案
、
一
般
職
の
手
当
削
減
議
案
な
ど
９
議
案

に
つ
い
て
反
対
、
22
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
議
会
改
革
に
関
す
る
議
員
提
出

議
案
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
市
議
会
の
経
過

市
民
の
願
い
に
こ
た
え
市
政
を
動
か
す

子ども医療費無料化の通院分
が小学３年生まで拡充。妊婦
検診14回まで助成実現。

利便性向上にと要求していた、
市役所土曜日開庁が月２回実
現します。

１２月から小規模企業を応援
する為、借りやすいセーフティ
融資を実施。

２年後に小・中学校の耐震化
完了。臭いトイレ等校舎の改
修も前進させます。

小規模工事登録制度や住宅リ
フォーム件数では、県内トッ
プクラス。高い経済効果生む

川越市駅のバリアフリー化今
年度完成へ。

伊佐沼公園のアスレッチック
遊具がリニューアルされ子ど
も達に大人気です。

成人式でポケット労働法を配
布。基本的な働く権利と知識
の周知を図るよう尽力する

国道16号線新宿３丁目交差点
の右折レーンと歩行者の待機
場所が確保され安全性が向上。

新河岸駅周辺整備に今年15億
円予算をつけさせ、用地を確
保３割まで前進させました。

みなさんの身近な要求を実現させる党議員団

凡例

●：負担増に賛成

○：負担増に反対

※1.山木議員は欠席、※2.須賀議員は欠席


